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1. 2018年６⽉期（第14期）
連結業績概要
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- ご説明のポイント -

3

� ‘18 通期実績は引き続き大幅増収・増益を達成
� 技術系領域は⾃⽴成⻑を継続し連結業績を牽引
� M&A施策により海外領域の売上規模が3倍に拡大

� ‘19 業績予想は前期比25%増収・40%増益を予想
� 国内は引き続き積極拡大策を推進
� 海外は収益性改善を図る

� 中計は従来⽅針・戦略を堅持し、営業利益100億円を目指す
� 地域軸・領域軸での事業拡大を引き続き推進
� 売上⾼・営業利益の年率20％以上成⻑を経営指標
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単位︓百万円

2017年6⽉期 2018年6⽉期

実績 構成比 実績 構成比 増減額 前期比

売上⾼ 43,035 100.0％ 65,363 100.0% +22,328 +51.9%

営業利益 3,220 7.5％ 4,297 6.6％ +1,077 +33.4%

EBITDA（※1） 4,010 9.3％ 5,332 8.2％ +1,321 +33.0%

経常利益 3,185 7.4％ 4,228 6.5％ +1,043 +32.7%
親会社株主に帰属する
当期純利益 1,923 4.5％ 2,569 3.9％ +645 +33.5%

1株当たり
当期純利益 99.17円 － 128.63円 － － －

1株当たり配当⾦ 45.00円 － 55.00円 － － －
社員数(※2) 9,586名 16,724名 +7,138名 +74.5%

※1 EBITDA＝営業利益＋のれん償却＋減価償却費＋買収⼀時費⽤。
第3四半期まで使⽤していた「のれん償却等調整利益」は事業セグメント別 EBITDAとの整合性がないことから今回から変更しました。

※2 期末時点における国内外の技術・技能社員 合計数を記載しております。

2018年6⽉期 通期業績

4

▮ 技術系･製造系･海外の各領域で業績が伸⻑し、売上⾼･営業利益は過去最⾼を更新
▮ 新卒･中途の積極採⽤と海外領域のM&Aにより、社員数は7,138名増加
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単位︓百万円

2018年6⽉期 貸借対照表
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▮ 収益拡大と増資によりネット資⾦が約40億円改善
▮ M&Aによる拡大施策により、のれんが約20億円増加

2017年6⽉期 2018年6⽉期

実績 実績 増減額

流動資産 11,999 20,944 +8,945

固定資産 4,805 7,184 +2,378

資産合計 16,805 28,128 +11,323

流動負債 7,641 12,405 +4,764

固定負債 2,466 2,007 △459

負債合計 10,107 14,412 +4,304

純資産合計 6,697 13,715 +7,018

⾃⼰資本比率 39.2% 48.3% +9.1pt

2017年6⽉期 2018年6⽉期

実績 実績 増減額

現⾦・預⾦ 4,581 9,410 +4,828

有利⼦負債 3,877 4,451 +573

ネット資⾦ 704 4,958 +4,254

のれん 3,681 5,658 +1,977

単位︓百万円
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2. 2018年６⽉期（第14期）
セグメントの状況
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2018年6⽉期 事業セグメント別 売上⾼

2017年6⽉期 2018年6⽉期

実績 実績 増減額 前期比

技術系領域 26,717 33,573 +6,856 +25.7%

製造系領域 8,957 9,902 +945 +10.6%

海外領域 7,399 21,974 +14,574 +197.0%

その他 57 69 +12 +21.2%

調整 △95 △156 △60 －

合計 43,035 65,363 +22,328 +51.9%

2017年6月期 2018年6月期

技術系領域 製造系領域 海外領域

構成比
51.4％

構成比
15.1％

構成比
33.6％

事業セグメント別 売上⾼ 単位︓百万円

▮ 主軸である技術系領域が、社員配属数の伸⻑および単価向上により全社増収を牽引
▮ 英国の人材派遣会社gap personnel（ギャップパーソネル）の⼦会社化で海外領域が拡大

構成比
62.1％

構成比
20.8％

構成比
17.2％
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2018年6⽉期 事業セグメント別 EBITDA

2017年6⽉期 2018年6⽉期

実績 実績 増減額 前期比

技術系領域 3,319
(12.4%)

4,396
(13.1%)

+1,076
(+0.7p)

+32.4%

製造系領域 432
(4.8%)

536
(5.4%)

+104
(+0.6p)

+24.1%

海外領域 304
(4.1%)

476
(2.2%)

+172
(△1.9p)

+56.6%

その他 △84 △131 △46 －
調整 39 54 +14 +36.6%

合計 4,010
(9.3%)

5,332
(8.2%)

+1,321
(△1.1p)

+33.0%

2017年6月期 2018年6月期

技術系領域 製造系領域 海外領域

構成比
82.5％

構成比
10.1％

構成比
8.9％

事業セグメント別 EBITDA 単位︓百万円

※1 セグメント別EBITDA＝セグメント利益（営業利益）＋のれん償却＋減価償却費＋買収⼀時費⽤

▮ 技術系･製造系の利益率改善が寄与し、EBITDA合計は前期比+33.0％の大幅増益
▮ 海外領域の利益率は、MTrecでの⼀時費⽤発⽣、また利益率が相対的に低いgap 

personnelの⼦会社化により低下し、EBITDAは微増に留まった

構成比
82.8％

構成比
10.8％

構成比
7.6％
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3. 2019年６⽉期（第15期）
業績予想



Copyright © Trust Tech Inc. All Rights Reserved.

単位︓百万円

2018年6⽉期 2019年6⽉期

実績 構成比 予想 構成比 増減額 前期比

売上⾼ 65,363 100.0％ 82,000 100.0% +16,636 +25.5%

営業利益 4,297 6.6％ 6,000 7.3％ +1,702 +39.6%

EBITDA（※1） 5,332 8.2％ 7,048 8.6％ +1,716 +32.2％

経常利益 4,228 6.5％ 5,900 7.2％ +1,671 +39.5%

親会社株主に帰属する
当期純利益 2,569 3.9％ 3,700 4.5％ +1,130 +44.0%

1株当たり当期純利益 128.63円 － 174.70円 － － －
1株当たり配当⾦ 55.00円 － 70.00円 － +15.00 +27.3％
社員数(※2) 16,724名 20,171名 +3,447名 +20.6%

※1 EBITDA＝営業利益＋のれん償却＋減価償却費＋買収⼀時費⽤。
※2 期末時点における国内外の技術・技能社員 合計数を記載しております。

▮ 前期同様に積極拡大策を推進し、25％増収 40％増益を予想
▮ 配当⾦は15円増配･27%増加の、1株あたり70円を予想
▮ 為替レートは1英ポンド＝140.0円を想定（前期実績146.9円）

2019年6⽉期 通期業績予想

10
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単位︓百万円

2019年6⽉期

上期 構成比 進捗率 下期 構成比 進捗率

売上⾼ 39,188 100.0% 47.8% 42,812 100.0% 52.2％

営業利益 2,550 6.5％ 42.5％ 3,450 8.1％ 57.5%

EBITDA（※1） 2,941 7.5% 41.7% 4,107 9.6% 58.3%

経常利益 2,500 6.4％ 42.4％ 3,400 7.9％ 57.6%

親会社株主に帰属する
当期純利益 1,600 4.1％ 43.2％ 2,100 4.9％ 56.8%

▮ 上期(7-12⽉)、採⽤獲得等への積極投資により上期利益率は低下するも下期に回復

2019年6⽉期 通期業績予想
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※1 EBITDA＝営業利益＋のれん償却＋減価償却費＋買収⼀時費⽤。
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4. 2019年６⽉期（第15期）
セグメント別業績予想

12



Copyright © Trust Tech Inc. All Rights Reserved. 13

2019年6⽉期 事業セグメント別 売上⾼予想

▮ 技術系領域は前期に引続き20%以上、製造系領域は10%以上の増収ペースを維持
▮ 海外領域は、新規に⼦会社化予定のQuattroとgap personnel通期寄与により、35％の

増収を予想

2018年6⽉期 2019年6⽉期

実績 予想 増減額 前期比

技術系領域 33,573 41,230 +7,656 +22.8%

製造系領域 9,902 11,000 +1,097 +11.1%

海外領域 21,974 29,830 +7,855 +35.7%

その他 69 78 +8 +12.7%

調整 △156 △138 +18 －

合計 65,363 82,000 +16,636 +25.5%

2018年6月期

（実績）

2019年6月期

（予想）

技術系領域 製造系領域 海外領域

構成比
51.4％

構成比
15.1％

構成比
33.6％

事業セグメント別 売上⾼ 単位︓百万円

構成比
50.3％

構成比
13.4％

構成比
36.4％

▮ 想定為替レート
� 1GBP=140.0円（前期実績146.9円）
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2019年6⽉期 事業セグメント別 EBITDA予想

▮ 技術系領域のEBITDAが、増収と利益率改善によって30%以上増加し、全体を牽引
▮ 海外領域は⼀時費⽤の剥落や事業構成の改善により増益･利益率上昇
▮ 売上⾼EBITDA比率は8.2％から8.6%に上昇

2018年6⽉期 2019年6⽉期

実績 予想 増減額 前期比

技術系領域 4,396
(13.1%)

5,873
(14.2%)

+1,477
(+1.1p)

+33.6%

製造系領域 536
(5.4%)

562
(5.1%)

+26
(△0.3p)

+4.9%

海外領域 476
(2.2%)

731
(2.5%)

+255
(+0.3p)

+53.6%

その他 △131 △244 △113 －
調整 54 125 +71 +131.5%

合計 5,332
(8.2%)

7,048
(8.6%)

+1,716
(+0.4p)

+32.2%

2018年6月期

（実績）

2019年6月期

（予想）

技術系領域 製造系領域 海外領域

構成比
83.3％

構成比
8.0％

構成比
10.4％

事業セグメント別 EBITDA 単位︓百万円

※1 セグメント別EBITDA＝セグメント利益（営業利益）＋のれん償却＋減価償却費＋買収⼀時費⽤

構成比
82.5％

構成比
10.1％

構成比
8.9％
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技術社員数（名） 技能社員数（名）- 技 術 系 領 域 - - 製 造 系 領 域 -

‘19年新卒者
計画 700名

‘19年新卒者
計画 200名

2019年6⽉期 国内技術/技能者数計画

▮ 継続的な中途採⽤に加え、’19年4⽉にグループ合計で900名の新卒者を採⽤予定
▮ 国内の技術社員数は6,600名、技能社員数は約2,900名を計画

約2,900
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2019年6⽉期 年間配当⾦

▮ 2019年6⽉期の年間配当⾦は前年度より15.0円増配の70.0円と予想
▮ 7期連続の増配を予定

▮年間配当⾦
�中間配当⾦︓30.0円 （前年度比+10.0円増配）
�期末配当⾦︓40.0円 （前年度比+  5.0円増配）
�年間配当⾦︓70.0円（前年度比+15.0円増配）

▮利益配分に関する基本⽅針
�当社は、株主の皆さまへの利益配分を重要な経営課題
と認識し、安定的な配当の実施を基本としながら、当
社グループの今後の発展と企業体質の強化のための内
部留保を⾏いつつ、業績に応じた配当を加味すること
としております

5.0
12.5 15.0 15.0 20.0

30.0

10.0 14.0 14.0 15.0 10.0

17.5
25.0 30.0

35.0

40.0

10.0

0

10

20

30

40

50

60

70

80

'10/6 '11/6 '12/6 '13/6 '14/6 '15/6 '16/6 '17/6 '18/6

中間配当 期末配当 記念配当

10.0円 14.0円 14.0円 15.0円
25.0円

30.0円
40.0円

45.0円

55.0円

※ 2010年7⽉1日付にて普通株式１株につき5株の割合で株式分割、2013年7⽉1日付にて普通株式１株につき100株の割合で株式分割、2016年4⽉1日付にて普通株式１株につき2株の割合で株式分割⾏っ
ており、記載している過去の配当⾦に関しては遡及修正を⾏った場合の数値を記載しております。

単位︓円

66.9％配当性向 62.2％ 75.1％ 62.0％ 59.7％ 56.2％ 50.7% 45.4% 42.8%

70.0円

40.1%

‘19/6予想
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5. トラスト・テックグループ
中期経営計画



当社グループは、働く人々にとってより良い環境を提供
する企業として働く喜びの実現に向けて、事業活動を続け
ております。

より良い環境とは、やってみたい仕事へのチャレンジ、
働きたいエリアでの就業、柔軟な働き方といった多様な可
能性が充実しており、加えて社員⼀人⼀人の働きがしっか
り評価される舞台を意味しています。このような舞台で社
員は「ものづくり」に楽しくやりがいをもって携わり、活
躍していくことができると考えております。

中期経営計画が目指すものは、社員が当社グループを通
じて、活躍の場・チャンスを広げる総数を増やしていくこ
とです。

日本そして世界のものづくりに貢献できる会社であり続
けるために、挑戦していきたいと考えています。
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- 中期経営計画ご説明のポイント -

19

� 従来の中期経営計画の ｢⽅針｣｢戦略｣｢目標とする経営指標｣
を維持し、ゴールとして⾼い利益目標を掲げる

• ｢地域｣×｢領域｣ での事業拡張により、既に⾼成⻑を実現
(過去3年間で売上⾼ 年率46％増、営業利益 年率39％増)

• 同⽅針を維持し、３事業領域(技術･製造･海外)ごとに
戦略･目標を設定する

• 目標とする経営指標を引き続き
｢年率20％以上の売上⾼増加、年率20％以上の営業利益増加｣とする

• 連結営業利益100億円への早期到達を目指す
(連結営業利益 18/6期 42.9億円、19/6期予想 60億円 ➛➛➛ 100億円)
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▮ 中期経営計画に基づき早いペースでの成⻑を実現

中期経営計画の振り返り①

中期経営計画
（2015年8⽉発表、2016年8⽉アップデート）

【A:地域】
技術・製造派遣で

世界複数国に事業基盤

� 英国事業が
売上⾼約300億円(今期予想)に拡大

� アジア市場で
合弁2社･現地法人2社設⽴

〇

2018年6月期までの進捗 評価

【B:領域】
IT･ソフト領域の拡張、

｢IoT｣ ｢AI｣領域へも拡大

� 同領域の売上⾼は
約100億円*(今期予想)に拡大

� 技術系領域で
情報通信顧客向け売上⾼が10%に拡大

成
⻑
戦
略 △

年率20%以上の
成⻑スピード維持

年率平均46％の成⻑
売上⾼は３ヵ年で３倍以上 ◎

連結営業利益率
年率20％以上の増加

年率平均39％の成⻑
営業利益は３ヵ年で約３倍

経
営
指
標 ◎

*IT・ソフトウェアを事業領域とするトラスト・ネクストソリューションズ、
トラスト・アイパワーズの2社計
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(B)領域

⑤ 派遣事業との
シナジー活用検討

(A)地域

人材派遣･請負サービス

有料職業紹介
･非技術/製造系

IoT･AIIT･ソフト技術:機械･電気製造

海
外
（
派
遣
市
場
成
熟
国
）

国
内
市
場

（
市
場
未
成
熟
）

海
外

TTM トラスト・
テック

MTrec

2015年7⽉M&A

21

拡大･成⻑

欧州における
事業基盤確⽴

�インドネシア法人設⽴（2016年9月）
�中国 ⼭東省に合弁会社設⽴（2016年10月）
�中国 上海に現地法人設⽴（2017年7月）
�中国 広東省に合弁会社設⽴（2018年１月）

世界複数国での事業基盤確⽴

国内での⾃⽴成⻑及びM&A

①

②

⾃⽴成⻑継続
’18/6期 前期比2桁成⻑

④ 展開可能性の
検討

低リスクで種蒔き

東アジア市場への
展開

英国人材派遣会社
2018年8月 M&A

▮ 国内の技術系事業を核に、⾃⽴成⻑＋海外領域での事業拡大を着実に推進
• 直近のM&A ︓英国 gap personnel（2017年12⽉）、英国 Quattro（2018年8⽉）
• 直近の現地法人設⽴︓中国 広東省合弁会社（2018年１⽉）

トラスト・
アイパワーズ2017年3⽉M&A

2016年8⽉M&A

Quattro

中期成⻑戦略の振り返り②

トラスト・ネクスト
ソリューションズ

gap
personnel

2017年12⽉M&A

③
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208億円 208億円

45億円
93億円

143億円48億円

129億円

302億円

0億円

100億円

200億円

300億円

400億円

500億円

600億円

700億円

'15年6⽉期 '16年6⽉期 '17年6⽉期 '18年6⽉期

M&Aによる成⻑
⾃⽴成⻑

売上⾼

22

▮ ⾃⽴成⻑およびM&Aにより、当初想定を上回るスピードでの成⻑を実現
▮ M&Aは売上⾼、⾃⽴成⻑は利益の成⻑にそれぞれより大きく寄与

中期成⻑戦略の振り返り③

中計発表時
(’15年8⽉)の想定

EBITDA

653億円

430億円

当
初
想
定
売
上
⾼

285億円
当
初
想
定
売
上
⾼

342億円

当
初
想
定
売
上
⾼

410億円

301億円

16億円 16億円

7億円
13億円

22億円6億円

10億円

15億円

0億円

10億円

20億円

30億円

40億円

50億円

60億円

'15年6⽉期 '16年6⽉期 '17年6⽉期 '18年6⽉期

M&Aによる成⻑
⾃⽴成⻑ 53億円

40億円

30億円

※ EBITDA＝営業利益＋のれん償却＋減価償却費＋買収⼀時費⽤
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中期成⻑戦略の振り返り④

▮ 技術系領域の売上⾼･利益成⻑が連結業績拡大を牽引、製造系領域は堅実成⻑
▮ 海外領域は売上規模の確保･事業基盤の確⽴が先⾏

125億円
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267億円

335億円
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80億円 82億円 89億円
99億円

1億円 2億円
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製造系領域

2億円 1億円

73億円
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海外領域

-0億円

売上⾼
EBITDA

売上⾼
EBITDA

売上⾼
EBITDA

※ EBITDA＝営業利益＋のれん償却＋減価償却費＋買収⼀時費⽤
23
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事業領域別戦略・目標

▮ ｢地域｣×｢領域｣ での事業拡張方針を維持し、３事業領域ごとの戦略･目標を設定

戦略 目標

技術系領域
• グループ成⻑の主軸として

経営資源を集中投資し、
⾼成⻑率の維持と利益率の向上を目指す

₋ 投資内容︓採⽤(新卒･中途･海外)
・エンジニア価値向上・業務⾼度化に向けたAI・RPA
活⽤、新規M&A等

₋ 目標営業利益率︓15％(※)
(16/6期12.3％→19/6期(予)13.7％）

₋ 稼働エンジニア数︓目標10,000名 (19/6期末6,600名)

製造系領域
• 過去3年で実現した⾼収益体質を

堅持しつつ、着実な事業拡大ペースを
持続

₋ ⾼収益体質︓営業利益率５％台(※)を維持
(業界最⾼水準)

₋ 目標成⻑率︓年率10％前後

海外領域
• 過去3年間で売上⾼300億円まで拡張した英国事業を基盤に、

｢利益額｣を重視した成⻑を目指す
• アジア市場の各事業を｢種蒔き｣ステージから｢萌芽｣ステージに移⾏

※ 技術系および製造系領域の営業利益率は、領域に含まれる各社単体営業利益の単純合計。
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中期経営計画

208億円
301億円

430億円

653億円

820億円

15.9億円

25.4億円
32.2億円

42.9億円

60.0億円

0
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0億円

200億円

400億円

600億円

800億円

1,000億円

1,200億円

1,400億円

1,600億円

'15年6月期 '16年6月期 '17年6月期 '18年6月期 '19年6月期 '20年6月期 '21年6月期

売上⾼ 営業利益

20**年6月期

経営指標の数値トレンド

▮ 従来の中期経営計画(2015年8⽉発表)を堅持し、競争⼒を伴った成⻑を推進

⽅針とする経営指標

⾃⽴成⻑とM&Aを両輪とし、地域軸と領域軸で拡大･成⻑を目指す
売上⾼ 年率20％以上の成⻑スピード維持
連結営業利益 年率20％以上の増加

営業利益率 7.7％ 8.5％ 7.5％ 6.6％ 7.3％

(+20%成⻑の場合)
984億円〜

営業利益
100.0億円前倒しで実現
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▮人材派遣事業のマーケットサイズ

海外領域

出所︓WEC Economic Report 2017
※欧州、北⽶、アジアなどの区分については記載のある13ヵ国分の合計値を集計

イギリス 9.1%

ドイツ 9.2%

フランス 5.4%

オランダ 3.8%

その他 7.0%

アメリカ

34.9%

カナダ 1.7%

日本

14.0%

中国 9.4%

その他 1.0%
欧州 34.5%

北⽶ 36.6%

アジア

22.9%

その他

5.9%

▮世界の人材派遣浸透率

出所︓WEC Economic Report 2017
※中国は統計データが存在しないためデータは含まず

人材派遣浸透率＝就業者に占める派遣社員の割合

世界の人材派遣
市場規模

42兆円

補⾜︓ –世界の人材派遣市場規模–

▮ 世界の人材派遣市場の規模は42兆円程度
▮ 人材派遣浸透率は世界平均1.9％、イギリスは最も⾼い4.1％

4.1%

3.6%

3.3%

3.3%

3.0%

2.6%

2.4%

2.4%

2.2%

2.1%

2.0%

1.9%

イギリス

オーストラリア

オランダ

ニュージーランド

ルクセンブルク

ハンガリー

ドイツ

ベルギー

フランス

アメリカ

日本

世界平均
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補⾜︓中期成⻑戦略(詳細)

(A)地域︓
「技術・製造派遣において
世界複数国に事業基盤」

を持つ

(B)領域︓
従来の機械・電気系領域から
IT・ソフト領域の拡張、
成⻑著しい「IoT」や「AI」の
領域へも拡⼤を図る

現在展開している市場（国内・技術製造系）では成⻑スピードの維持が困難
� 国内の技術派遣は収益性高いがニッチ市場、製造派遣は市場規模は⼤きいが低マージン
� 一方で、世界の派遣市場は日本の約6倍の規模を持ち、欧⽶先進各国で市場が確⽴

国内市場において、今後大手プレーヤーとの競合激化のリスクが高まりつつある
� 派遣法改正により、従来の特定派遣(無期雇用)・一般派遣(有期雇用)の垣根が消失
� 派遣各社は⼈材不⾜から無期雇用社員を増やす方針を採り、技術・製造領域でも脅威に

グローバル顧客のニーズに、世界複数国での対応が可能に
� 顧客であるメーカーの設計・開発・製造現場は既に海外に多国展開。これらメーカー顧客に

向けて世界複数国で⼈材サービスを提供できれば競争⼒向上の可能性が強い

事業・経営ノウハウの活用可能性
� いわゆる一般・オフィス派遣の業界ではグローバル⼤手・日系⼤手各社が世界展開済み
� 派遣事業の事業・経営ノウハウは、世界の先進・成熟市場に共通して有効と認識

重要性を増す「IoT」「AI」領域での⼈材サービス余地が大
� 当社はM&AによってIT・ソフト領域の拡張に努めており、

さらに今後の⼈材ニーズとして「IoT」や「AI」といった領域の重要性を認識

当社は必要な⼈材を供給出来得るポジションにある
� 当社のような「機械・電気系」と「IT・ソフト」の領域の⼈材サービス企業にとって

それら領域の融合・進化である「IoT」や「AI」で今後増加する⼈材ニーズに対応できる
可能性が高いと認識

� これが実現すれば、競争⼒が高まる可能性が⼤

▮ (A)地域 及び (B)領域 において競争⼒の拡充し、事業拡張を目指す
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